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令
和
５
年
６
月
８
日
、
吉
見
町
の
フ
レ
サ
よ
し
み
で
第
７

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
、
埼
玉
県
農
林
部
長
・

横
塚
正
一
氏
、
関
東
農
政
局
統
計
部
長
・
久
保
田
一
郎
氏
、

全
国
農
業
共
済
協
会
広
報
部
長
・
山
内
浩
蔵
氏
、
埼
玉
県
農

業
協
同
組
合
中
央
会
専
務
理
事
・
小
池
和
明
氏
に
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
就
任
し
た
総
代
の
中
か
ら
、
幸

手
市
の
木
村
治
夫
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
進
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告
や
令
和
５

年
度
事
業
計
画
な
ど
、
全
12
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議長をつとめた木村治夫総代

提
出
議
案

第
１
号
議
案　

�

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
設
定
並

び
に
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
支
部

長
及
び
顧
問
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て

第
６
号
議
案　
借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

未
収
掛
金
等
債
権
の
損
金
処
理

に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

第
９
号
議
案　

�

役
員
選
任
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
の
承
認
に
つ

い
て

第
11
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
代
表
委
員
及
び
家

畜
診
療
所
運
営
委
員
の
承
認
に

つ
い
て

第
12
号
議
案　

�

事
業
実
施
体
制
改
善
計
画
に
つ

い
て

● 本人出席…… 98名
● 書面出席…… 85名

第
７
回
通
常
総
代
会

全
議
案
を
可
決
・
承
認
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農
業
共
済
の
発
展
に
貢
献

－

令
和
４
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

－

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
、
組
合
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議
会　
個
人
表
彰

　
中
部
統
括
管
内　
　
野　
本　
登　
利
（
桶
川
市
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
内　
田　
善　
之
（
秩
父
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
堀　
江　
洋　
一
（
加
須
市
）

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合　
功
績
者
表
彰

【
役
員
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
野　
口　
喜　
一
（
川
島
町
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
志　
村　
　
　
武
（
熊
谷
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸　
岡　
隆　
男
（
深
谷
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
太　
田　
　
　
浩
（
行
田
市
）

【
基
礎
組
織
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
肥　
沼　
一　
彦
（
所
沢
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
大　
髙　
　
　
馨
（
白
岡
市
）

【
収
入
保
険
加
入
推
進
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
北　
岡　
美　
明
（
滑
川
町
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
飯　
島　
和　
憲
（
本
庄
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
大　
澤　
一　
樹
（
久
喜
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
６
月
８
日
の
通
常
総
代
会
で
理
事
21
人
、
監
事
３
人

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
に
正
副
組
合
長
、
代
表
監

事
の
互
選
会
を
開
き
、
組
合
長
に
は
福
田
和
明
理
事
、

副
組
合
長
に
は
野
村
三
男
理
事
と
鈴
木
貞
美
理
事
、
代

表
監
事
に
は
堀
越
一
男
監
事
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
役
員
の
改
選

に
伴
い
組
合
長
理
事
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
重
大

な
責
任
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

現
在
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
課
題
が
多
く
、
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
や
国

際
情
勢
の
変
動
に
よ
る
資

材
費
等
の
高
騰
な
ど
、
農

業
者
が
備
え
る
リ
ス
ク
が

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
改

め
て
農
業
保
険
制
度
の
重

要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
寄
り

添
い
、
経
営
安
定
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
な
る
よ
う
、

よ
り
健
全
で
強
固
な
組
織

経
営
を
目
指
し
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組合長理事
福田和明

（熊谷市）

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

就
任
の
ご
挨
拶
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�

中
部
統
括
支
所

内
田　
　

勇�

（
川
越
市
）

田
中　
　

操�

（
川
越
市
）

三
上　
　

一�

（
川
越
市
）

大
河
内
基
行�

（
川
越
市
）

沢
田
喜
一
郎�

（
川
越
市
）

原
田　
　

孝�

（
川
越
市
）

冨
田　

一
夫�

（
川
越
市
）

帯
津　

清
美�

（
川
越
市
）

谷
田　

嘉
一�

（
ふ
じ
み
野
市
）

山
田　
　

稔�

（
三
芳
町
）

長
根　
　

修�

（
富
士
見
市
）

谷
澤　
　

誠�

（
富
士
見
市
）

小
澤　

直
彦�

（
所
沢
市
）

田
中　
　

宏�

（
所
沢
市
）

水
村　

英
紀�

（
所
沢
市
）

法
師　
　

励�

（
入
間
市
）

山
﨑　

敏
雄�

（
入
間
市
）

吉
田　

博
幸�

（
狭
山
市
）

松
村　
　

晃�

（
狭
山
市
）

山
下　

富
司�

（
飯
能
市
）

新
井　

宏
治�

（
飯
能
市
）

福
井　

一
洋�

（
日
高
市
）

島
村　
　

実�

（
日
高
市
）

井
上
喜
久
雄�

（
坂
戸
市
）

浅
海　
　

進�

（
坂
戸
市
）

関
口　

真
夫�

（
坂
戸
市
）

役 
員

総 

代

第
7
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
理
事
21
名
、
監
事
3
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
任
期
】
令
和
５
年
７
月
１
日
～
令
和
８
年
６
月
30
日

総
代
定
数

１
８
９
名

理　事
浅見　誠次
（狭山市）

理　事
小池　敏雄
（川越市）

副組合長理事
鈴木　貞美
（川島町）

副組合長理事
野村　三男
（春日部市）

組合長理事
福田　和明
（熊谷市）

理　事
宮澤　史明
（長瀞町）

理　事
渡邊　秋夫
（鴻巣市）

理　事
川鍋　孝

（さいたま市）

理　事
鈴木　和市
（滑川町）

理　事
小島　保
（坂戸市）

理　事
松本　博道
（深谷市）

理　事
飯島　三喜男
（深谷市）

理　事
戸森　貫一
（熊谷市）

理　事
小井戸　英夫
（神川町）

理　事
田端　講一
（本庄市）

理　事
谷澤　秀雄
（宮代町）

理　事
杉田　孝行
（久喜市）

理　事
中沢　正巳
（羽生市）

理　事
新井　敏夫
（加須市）

理　事
島田　勇
（行田市）

監　事
今井　一男
（本庄市）

監　事
荒川　光明
（東松山市）

代表監事
堀越　一男
（熊谷市）

理　事
増田　晃
（越谷市）
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加
藤　
　

清�

（
坂
戸
市
）

新
井　
　

功�

（
毛
呂
山
町
）

吉
川　

康
雄�

（
越
生
町
）

町
田　
　

満�
（
鶴
ヶ
島
市
）

池
ノ
内　

悟�
（
志
木
市
）

神
田　

英
明�
（
新
座
市
）

小
寺　

哲
雄�

（
朝
霞
市
）

加
藤
親
次
郎�

（
和
光
市
）

東
松
山
支
所

森
田　

義
政�

（
東
松
山
市
）

中
澤　
　

勉�

（
東
松
山
市
）

鹿
田　
　

明�

（
東
松
山
市
）

成
川　

悦
敏�

（
東
松
山
市
）

野
澤　

正
弥�

（
川
島
町
）

鹿
山
日
出
男�

（
川
島
町
）

松
本　
　

智�

（
川
島
町
）

松
本　

良
男�

（
川
島
町
）

横
田　
　

進�

（
吉
見
町
）

島
田
佳
一
郎�

（
吉
見
町
）

山
崎　

元
治�

（
吉
見
町
）

松
本　

雅
博�

（
吉
見
町
）

横
田　

正
彦�

（
滑
川
町
）

永
嶋　

正
彦�

（
嵐
山
町
）

今
村　

忠
明�

（
小
川
町
）

田
中　

和
夫�

（
小
川
町
）

杉
田　

文
男�

（
と
き
が
わ
町
）

立
澤　

恒
二�

（
と
き
が
わ
町
）

岩
田　

忠
昌�

（
鳩
山
町
）

護
守　
　

明�

（
東
秩
父
村
）

上
尾
支
所

大
熊　
　

清�

（
さ
い
た
ま
市
）

武
井　

照
政�

（
さ
い
た
ま
市
）

黒
須　

正
平�

（
さ
い
た
ま
市
）

島
村　

幸
作�

（
さ
い
た
ま
市
）

小
澤　

博
昭�

（
さ
い
た
ま
市
）

石
川　

泰
人�

（
さ
い
た
ま
市
）

野
本
要
一
郎�

（
さ
い
た
ま
市
）

小
川　
　

勲�

（
上
尾
市
）

秋
山
喜
久
治�

（
上
尾
市
）

吉
澤　
　

清�

（
上
尾
市
）

市
川　

利
男�
（
上
尾
市
）

高
山　

貢
一�
（
伊
奈
町
）

熊
井　

茂
夫�

（
桶
川
市
）

新
井　

信
洋�

（
北
本
市
）

金
子
源
治
郎�

（
鴻
巣
市
）

鯨
井　

文
雄�

（
鴻
巣
市
）

大
嶋　

安
雄�

（
鴻
巣
市
）

北
部
統
括
支
所

齋
藤　

定
美�

（
熊
谷
市
）

西
田　

茂
夫�

（
熊
谷
市
）

菊
地　

紀
夫�

（
熊
谷
市
）

神
沼　

孝
治�

（
熊
谷
市
）

吉
野　

勝
彦�

（
熊
谷
市
）

新
島　
　

茂�

（
熊
谷
市
）

長
谷
川
政
通�

（
熊
谷
市
）

堀　
　

雄
三�

（
熊
谷
市
）

森
田　
　

豊�

（
熊
谷
市
）

坂
田　

忠
雄�

（
熊
谷
市
）

塚
田　
　

修�

（
熊
谷
市
）

齊
藤
金
十
郎�

（
熊
谷
市
）

飯
島　

俊
夫�

（
熊
谷
市
）

松
本　

辰
男�

（
熊
谷
市
）

篠
﨑　

敏
明�

（
深
谷
市
）

荻
野　

信
義�

（
深
谷
市
）

植
竹　

好
宏�

（
深
谷
市
）

栗
原　

建
治�

（
深
谷
市
）

増
野　

和
明�

（
深
谷
市
）

間
庭　
　

実�

（
深
谷
市
）

河
田　

安
雄�

（
深
谷
市
）

強
瀬　
　

茂�

（
深
谷
市
）

新
井　

良
和�

（
深
谷
市
）

長
谷
川　

明�

（
深
谷
市
）

高
野　

正
沖�

（
深
谷
市
）

小
林　

明
生�

（
深
谷
市
）

岩
崎　

行
雄�

（
深
谷
市
）

大
澤　

慶
三�

（
深
谷
市
）

福
島　

隆
志�

（
寄
居
町
）

関
谷　

利
男�
（
寄
居
町
）

坂
本　

建
治�
（
寄
居
町
）

伊
藤　

隆
夫�

（
寄
居
町
）

本
庄
支
所

細
野　

俊
文�

（
本
庄
市
）

関
根　
　

清�

（
本
庄
市
）

塩
原　

廣
一�

（
本
庄
市
）

立
石　

勝
義�

（
本
庄
市
）

坂
爪　
　

裕�

（
本
庄
市
）

鈴
木　

良
美�

（
本
庄
市
）

宮
部　

延
一�

（
本
庄
市
）

上
山　
　

勇�

（
美
里
町
）

金
井　

宣
康�

（
美
里
町
）

中
島　

常
佳�

（
美
里
町
）

坂
本　

貴
佳�

（
神
川
町
）

関
口　

純
一�

（
神
川
町
）

塚
越　

克
矢�

（
上
里
町
）

金
井　
　

武�

（
上
里
町
）

秩
父
支
所

水
野　

昭
芳�

（
秩
父
市
）

新
井　

章
好�

（
秩
父
市
）

出
浦　

敬
一�

（
秩
父
市
）

浅
見　

明
仕�

（
横
瀬
町
）

黒
沢　

文
作�

（
皆
野
町
）

田
端　
　

操�

（
長
瀞
町
）

宮
本　

岩
雄�

（
小
鹿
野
町
）

坂
本　

正
明�

（
小
鹿
野
町
）

東
部
統
括
支
所

加
藤　

誠
一�

（
行
田
市
）

田
口　

英
樹�

（
行
田
市
）

山
口　

裕
久�

（
行
田
市
）

野
中　
　

實�

（
行
田
市
）

田
島　
　

博�

（
行
田
市
）

永
沼　

竹
彦�

（
行
田
市
）

町
田　
　

悟�
（
加
須
市
）

吉
澤　

菊
矢�
（
加
須
市
）

新
井　
　

保�
（
加
須
市
）

小
林　

国
雄�

（
加
須
市
）

中
里　

美
信�

（
加
須
市
）

角
田　

良
雄�

（
加
須
市
）

秋
山　
　

裕�

（
加
須
市
）

坂
本　

岩
雄�

（
加
須
市
）

清
水　

久
雄�

（
加
須
市
）

今
泉　

文
雄�

（
加
須
市
）

木
村　

浩
之�

（
加
須
市
）

多
田　

光
利�

（
加
須
市
）

石
和
田
好
男�

（
加
須
市
）

瀬
下　

幸
治�

（
加
須
市
）

田
中　
　

武�

（
加
須
市
）

江
原　

喜
重�

（
羽
生
市
）

川
田　

和
雄�

（
羽
生
市
）

箱
島　
　

登�

（
羽
生
市
）

安
羅
岡
信
一�

（
羽
生
市
）

須
永　
　

孝�

（
羽
生
市
）

川
辺　

和
洋�

（
羽
生
市
）

大
越　

秀
典�

（
羽
生
市
）

坂
本　
　

勝�

（
鴻
巣
市
）

新
井　

秀
樹�

（
鴻
巣
市
）

宮
代
支
所

小
島　

秀
麿�

（
さ
い
た
ま
市
）

木
﨑　

松
寿�

（
さ
い
た
ま
市
）

金
子　

信
作�

（
さ
い
た
ま
市
）

斉
藤　
　

繁�

（
春
日
部
市
）

朝
倉　

廣
司�

（
春
日
部
市
）

大
作　

富
重�

（
春
日
部
市
）

田
口　

政
美�

（
春
日
部
市
）

柿
沼　

正
男�

（
久
喜
市
）

渡
邉　
　

仁�

（
久
喜
市
）

神
部　
　

豊�

（
久
喜
市
）

原　
　

敏
夫�

（
久
喜
市
）

平
井　
　

勝�

（
久
喜
市
）

石
川　

泰
雅�

（
久
喜
市
）

柳　
　

利
美�

（
宮
代
町
）

進
藤　

貴
一�

（
白
岡
市
）

萩
原　

和
夫�

（
蓮
田
市
）

木
村　

治
夫�

（
幸
手
市
）

荒
井　

文
明�

（
幸
手
市
）

澁
谷　

秀
夫�

（
幸
手
市
）

増
田　

精
治�

（
杉
戸
町
）

増
山　

貞
男�

（
杉
戸
町
）

越
谷
支
所

栗
原　
　

清�

（
戸
田
市
）

奥
田　

邦
義�

（
蕨
市
）

細
井　

民
興�

（
草
加
市
）

肥
留
間
広
幸�

（
川
口
市
）

宇
田
川
一
郎�

（
越
谷
市
）

今
井　

茂
善�

（
越
谷
市
）

高
野　

賢
一�

（
越
谷
市
）

金
子　

繁
雄�

（
越
谷
市
）

栗
原　
　

勉�

（
八
潮
市
）

藤
江　

健
広�

（
松
伏
町
）

鈴
木　
　

繁�

（
吉
川
市
）

進
通
光
之
助�

（
吉
川
市
）

島
根　

英
雄�

（
三
郷
市
）

（
敬
称
略
）
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■農作物共済 前年比
引受面積（a） 1,669,237 88.6%
共済金額（千円） 11,167,924 89.2%
支払共済金（円） 99,022,886

■果樹共済 前年比
引受面積（a） 5,420 95.9%
共済金額（千円） 331,262 99.5%
支払共済金（円）82,103,200

■建物共済 前年比
引受棟数(棟) 108,859 96.3%
共済金額（千円）1,265,481,780 96.4%
支払共済金（円） 532,538,289

令和４年度　事　業　報　告

令和５年度　事　業　計　画

総共済金額　1兆3,297億円引受実績

総共済金額　1兆3,027億円引受目標

■畑作物共済 前年比
引受面積（a） 20,464 99.8%
共済箱数(箱) 40.55 96.3%
共済金額（千円） 40,742 92.4%
支払共済金（円） 10,323,465

■園芸施設共済 前年比
引受棟数(棟) 9,158 107.0%
共済金額（千円） 17,699,570 101.9%
支払共済金（円）132,443,688

■農機具共済 前年比
引受台数（台） 12,346 101.7%
共済金額（千円） 25,721,380 103.3%
支払共済金（円） 84,603,639
※農機具更新共済満期支払い金を除く

■農作物共済
引受面積（a） 1,828,500
共済金額（千円） 12,369,114

■果樹共済
引受面積（a） 6,790
共済金額（千円） 404,220

■建物共済
引受棟数（棟） 106,520
共済金額（千円） 1,237,049,100

■畑作物共済
引受面積（a） 22,820
共済箱数（箱） 34.00
共済金額（千円） 47,592

■園芸施設共済
引受棟数（棟） 9,603
共済金額（千円） 17,906,752

■農機具共済
引受台数（台） 12,512
共済金額（千円） 26,033,400

■家畜共済
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 26,000
共済金額（千円） 8,755,537

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 8,390
共済金額（千円） 128,990

事
業
計
画

事
業
計
画

　

令
和
５
年
度
は
、
総
共
済

金
額
１
兆
３
，０
２
７
億
円
を

目
標
に
、
関
係
機
関
、
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
、
一
体

的
な
普
及
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

各
共
済
事
業
及
び
収
入
保

険
制
度
で
は
、
共
通
申
請
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
周
知
及
び
推
進

を
行
い
、
申
請
希
望
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
な

ど
、
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

農
業
者
へ
充
実
し
た
補
償

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
地

域
・
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
普
及
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

事
業
報
告

事
業
報
告

　
令
和
４
年
度
は
、
総
共
済
金
額

１
兆
３
，２
９
７
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
経
営
体
数

の
前
年
比
が
118
・
５
％
、
家
畜
死

亡
廃
用
共
済
は
引
受
頭
数
が
前
年

比
140
・
６
％
と
増
加
し
ま
し
た
。

　
被
害
は
、
６
月
２
日
及
び
３
日

の
降
ひ
ょ
う
で
麦
、
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
、ナ
シ
、ブ
ド
ウ
、園
芸
施
設
、

建
物
に
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
園
芸
施
設
は
風
害
・
水

害
な
ど
も
合
わ
せ
829
棟
、
建
物
で

は
落
雷
な
ど
も
合
わ
せ
742
棟
、
農

機
具
共
済
で
は
稼
働
中
の
接
触
、

異
物
の
巻
込
み
な
ど
で
285
台
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

■家畜共済 前年比
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 27,091 140.6%
共済金額（千円） 9,120,351 164.7%
支払共済金（円） 96,967,372

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 8,858 103.3%
共済金額（千円） 134,365 94.1%
支払共済金（円） 93,472,927

※

■収入保険 前年比
加入経営体数 1,851 118.5%
支払保険金（千円） 752,790 176.5%

■収入保険
加入経営体数 2,200
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収入保険

　

水
稲
は
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

水
稲
の
作
業
が
落
ち
着

く
期
間
に
、
エ
ダ
マ
メ

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

の
野
菜
類
を
生
産
し
て

い
ま
す
。

　

作
物
は
自
宅
で
の
直

売
が
メ
イ
ン
で
、
地
域

の
方
々
に
購
入
い
た
だ

く
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
農
作
物
の
市
場

価
格
が
大
幅
に
低
下
し

ま
し
た
。
自
家
販
売
で

も
同
様
に
単
価
を
下
げ

た
た
め
、
収
入
が
減
少

し
ま
し
た
。
肥
料
の
高

騰
な
ど
で
経
費
も
膨
ら

ん
で
い
た
の
で
、
保
険

金
の
支
払
い
は
と
て
も

助
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
想
外
の
リ
ス
ク
が

増
え
て
い
ま
す
の
で
、

経
営
規
模
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
収
入
保
険
へ

の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

作
業
を
共
に
す
る
仲

間
達
と
、
永
く
農
業
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は

食
味
の
良
い
「
味
来
」

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
の
降
ひ
ょ
う

で
、
栽
培
し
て
い
た
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
約
50

％
が
収
穫
不
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

４
㌢
大
の
ひ
ょ
う
が

大
量
に
直
撃
し
、
茎
も

実
も
ズ
タ
ズ
タ
に
引
き

裂
か
れ
た
状
況
で
し
た
。

収
穫
へ
の
期
待
が
最
も

高
ま
る
時
期
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。

　

本
来
な
ら
廃
業
を
考

え
る
ほ
ど
の
大
被
害
で

し
た
が
、
保
険
金
を
受

け
取
っ
た
こ
と
で
、
同

規
模
で
営
農
を
続
け
る

意
欲
が
湧
き
ま
し
た
。

　

農
業
を
続
け
る
に
は

安
定
し
た
収
入
が
最
も

重
要
で
す
。
予
期
せ
ぬ

事
態
に
対
し
て
、
保
険

で
備
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
を
後
ろ
盾

に
経
営
を
安
定
さ
せ
、

次
世
代
へ
繋
い
で
い
き

た
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
価
格
低
下

ひ
ょ
う
で
半
損
の
被
害

小倉　繁さん（72）

経営内容　水稲2.8㌶、エダマメなど20㌃

越谷市

松本　弘さん（82）

経営内容　スイートコーン8.2㌶　など

深谷市

加入者
の
声

　
　

収
入
保
険
は
毎
年

加
入
者
数
が
増
え
て

お
り
、
令
和
４
年
度

は
１
，
８
５
０
経
営

体
を
超
え
る
農
業
者

の
方
々
に
ご
加
入
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
加
入
申
請
は
最
寄
り
の
支
所
ま
た
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て
可
能
で
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県内の加入経営体数推移

2,000

1,500

1,000

500

0

183
470

1,545

1,851

1,038

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
（令和5年4月末現在）

令和4年度

毎年加入者増加中

収入保険に加入しませんか
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さ い た ま

散歩
Saitama   Sanp

o

　小鹿野町の秀峰、両神山から流れ
落ちる「丸神の滝」をご紹介します

間
近
で
見
る
迫
力
の
滝
　
　
　

　
丸
神
の
滝
は
、
埼
玉
県
で
唯
一
「
日
本
の

滝
百
選
」
に
選
ば
れ
た
名
瀑
で
す
。
新
緑
、

紅
葉
な
ど
四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
め
ま

す
。

　
人
の
手
が
一
切
加
え
ら
れ
て
い
な
い
自
然

の
中
に
あ
る
こ
の
滝
は
、
全
長
76
メ
ー
ト

ル
。
黒
い
岩
肌
を
滑
る
よ
う
に
落
下
す
る
、

白
糸
の
よ
う
な
美
し
さ
が
魅
力
で
す
。

　

駐
車
場
か
ら
滝
へ
の
入
り
口
は
、「
東
側

入
口
」
と
「
西
側
入
口
」
の
２
か
所
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
か
ら
も
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
徒
歩
20
分
～
25
分
程
で
到
着
し
ま

す
。
滝
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
ベ
ン
チ
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
森
と
滝
の
水
し
ぶ
き
か
ら
発
せ

ら
れ
る
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
を
、
た
っ

ぷ
り
と
感
じ
な
が

ら
休
憩
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
後
期

の
文
献
『
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
』
で

も
紹
介
さ
れ
、
滝

の
多
い
秩
父
で
も

こ
れ
ほ
ど
景
観
の

よ
い
も
の
は
な
い

と
評
さ
れ
て
い
ま

す
。

▲紅葉シーズン ▲遊歩道

３段からなる落差76㍍の滝▶

丸ま
る
が
み神

の
滝

in 小鹿野町

　

駒
林
さ
ん
は
ハ
ウ
ス
４

棟
13
㌃
で
、
中
玉
の
「
Ｍ
ｒ
．

浅
野
の
け
っ
さ
く
」「
シ
ン
デ

ィ
ー
ス
イ
ー
ト
」「
フ
ル
テ
ィ

カ
」
を
主
力
に
ト
マ
ト
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

旨
味
や
酸
味
が
味
わ
え
る
糖
度

　
「
旨
味
や
酸
味
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

糖
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
飽
き
が
来
な
い
味
で
、
週
に
２

回
、
家
庭
の
食
卓
で
食
べ
て
い
た
だ
け

る
ト
マ
ト
が
理
想
で
す
」
と
駒
林
さ
ん
。

出
荷
の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
で
の
直
売
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
Ｍ
ｒ
．
浅
野
の
け
っ
さ
く
は

リ
ピ
ー
タ
ー
の
７
割
が
購
入
す
る
人
気

品
種
。
甘
み
の
中
に
コ
ク
が
あ
る
と
好

評
で
す
。

　
栽
培
で
は
、
ヤ
シ
ガ
ラ
の
栽
培
ベ
ッ

ド
に
ト
マ
ト
の
ポ
ッ
ト
苗
を
定
植
す
る

高
設
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
除

草
や
土
壌
消
毒
が
不
要
な
た
め
、
労
力

や
薬
剤
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
大
学
校
に
就
学
中
、
施
設
野
菜

実
習
で
食
べ
た
フ
ル
テ
ィ
カ
の
美
味
し

さ
に
感
動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

ト
マ
ト
栽
培
の
道
に
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
「
も
う
ひ
と
つ
食
べ
た
い
、
ま

た
食
べ
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る

ト
マ
ト
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
食
べ
た
く
な
る
ト
マ
ト
に　

ま
た
食
べ
た
く
な
る
ト
マ
ト
に　

川
島
町
下
小
見
野　
駒
林　
隼
人
さ
ん
（
38
）

農農をを彩彩れれ

�▲Ｍr.�浅野のけっさく
　一玉30㌘ほどの中玉トマト

県道367号

駐車場
展望台

丸神の滝

至 白井差
西側入口

東側入口

至 小鹿野秩父

★

駐車場：無料
小鹿野町両神小森

5139-1付近
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加
入
推
進
や
口
コ
ミ
な
ど
で
、
園
芸
施
設

共
済
の
加
入
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
は
、
農
業

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
制
度
改
正
を
重
ね

な
が
ら
補
償
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
手
厚
い
補
償
が
欲
し
い
」
「
掛
金
を

安
く
抑
え
た
い
」
な
ど
、
ご
希
望
に
沿
っ
た

補
償
内
容
が
選
べ
ま
す
。

　
近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
全

国
で
園
芸
施
設
へ
の
被
害
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
台
風
や
突
風
、
局
地
的
な
豪
雨
に
備
え

て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
点
検
、
補
修
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
一
に
備
え
、
園
芸
施
設
共
済
に

加
入
す
る
こ
と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▲強風でビニールが破けた（深谷市）

加
入
者
続
々
増
加
中
！

台
風
へ
の
備
え
は

　
　
　
で
き
て
い
ま
す
か
？

園芸施設共済

　

連
棟
ハ
ウ
ス
２
棟
20

㌃
で
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
の
台

風
21
号
で
、
天
窓
の
開

閉
装
置
と
制
御
盤
が
故

障
す
る
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
激
し
い
風
で
ハ

ウ
ス
内
に
雨
が
吹
き
込

み
、
機
材
が
漏
電
し
た

こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　

す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

に
連
絡
し
被
害
確
認
を

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

１
か
月
程
度
で
共
済
金

が
支
払
わ
れ
安
心
し
ま

し
た
。

　

ハ
ウ
ス
本
体
だ
け
で

な
く
、
附
帯
施
設
も
オ

プ
シ
ョ
ン
で
加
入
し
て

い
た
の
で
、
機
材
へ
の

被
害
で
も
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
へ
の
不
安

は
尽
き
ま
せ
ん
。
園
芸

施
設
共
済
で
リ
ス
ク
に

備
え
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
キ
ュ
ウ
リ
を
作

り
続
け
た
い
で
す
。

台
風
で
機
材
が
漏
電

木村　三夫さん（70）

経営内容　キュウリ、ネギなど　80㌃

深谷市

加入者
の
声

自
然
災
害
に
万
全
の
備
え
を
！

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

1,906 2,060 2,218
2,559

2,814

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

園芸施設共済加入件数
（件）
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農作物共済

果樹共済　

　

水
稲
共
済
に
ご
加
入
の
皆
様
へ

下
記
の
届
出
書
を
配
布
し
ま
す
。

　

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
変

更
が
あ
る
場
合
は
記
入
例
を
参
考

に
二
重
線
で
訂
正
の
う
え
、
修
正

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

引
受
内
容
が
誤
っ
て
い
た
場
合

は
共
済
金
が
お
支
払
い
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

水
稲
共
済
の
掛
金
納
入
期
限
は

７
月
31
日
㈪
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

納
入
忘
れ
が
無
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
組
合
で
は
、
口
座
振

替
に
よ
る
掛
金
納
入
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
果
樹
共
済
は
被
害
申
告
の
際
、
加
入
者
本
人
に

よ
る
見
込
収
穫
量
の
申
告
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　
見
込
収
穫
量
は
、
出
荷
や
販
売
が
で
き
る
「
収

穫
果
」
と
「
調
整
果
」
に
分
け
て
申
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
判
断
基
準
と
な
る
手
引
き
を
別
途

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

被
害
の
際
は
見
込
収
穫
量
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

水
稲
の
作
付
け
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

水
稲
共
済
の
掛
金
納
入

を
お
願
い
し
ま
す

種類 調整果 被害果

なし

傷などで箱詰出荷はで
きないが、
袋売りな
どで販売
できる

果肉に達する傷や病気、
虫などの
被害で販
売できな
い

ぶどう

被害粒を除けばパック
詰めや加
工向けな
どで販売
できる

房の大部分での裂果や
病気、着
色不良な
どで販売
ができな
い

①手書きのサインもしくは捺印

③「水稲作付け面積」と「品種名」の確認と修正

②米の用途を変更したら備考欄に記入
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NOSAIからの
お知らせ

本　　　所 〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町1-340　℡ 048-645-2141

家畜診療所 〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322（北部統括支所内）　℡ 048-598-7490

中部統括支所 北部統括支所 東部統括支所
〒350-0011　川越市大字久下戸3523-1

℡ 049-235-8711
〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322　

℡ 048-533-8030
〒361-0012　行田市大字下須戸913　

℡ 048-559-1588
東松山支所 本庄支所 宮代支所

〒355-0035　東松山市大字古凍28-1
℡ 0493-22-0655

〒367-0046　本庄市栄3-8-20　
℡ 0495-21-0255

〒345-0831　宮代町大字須賀700-1　
℡ 0480-32-1015

上尾支所 秩父支所 越谷支所
〒362-0005　上尾市大字西門前523-1

℡ 048-779-6911
〒368-0013　秩父市永田町1-8　

℡ 0494-22-0647
〒343-0011　越谷市増林2-82　

℡ 048-965-7251

連絡先

　
落
雷
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
家
電
を
守
る

た
め
に
、
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
落
雷
対
策
　

●�

雷
が
鳴
る
前
に

　
コ
ン
セ
ン
ト
か

　
ら
電
源
プ
ラ
グ

　
を
抜
く

●�

雷
ガ
ー
ド
付
き

　
の
電
源
タ
ッ
プ

　
を
使
用
す
る

　
建
物
共
済
で
は
、
住
宅
と
合
わ
せ
て
家

具
類
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
家
電
製
品
等

も
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
落
雷
事
故
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
ぜ
ひ

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

  

建
物
共
済

　

落
雷
に
注
意
！

　
左
記
の
４
市
町
で
は
、
農
業
者
の
経
営
安
定
を
目
的
と
し
て
、
令

和
５
年
度
収
入
保
険
の
保
険
料
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
時
期
や
補
助
要
件
等
は
各
市
町
で
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
各
市
町
、
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
料
を
市
町
が
補
助
！

（五十音順）

市町名 お問い合わせ先 補助対象者等

熊谷市
熊谷市 産業振興部
農業政策課
☎048-588-9990

個人・法人の新規・継続加入者
保険料の1/2補助
上限５万円

杉戸町
杉戸町 産業振興課
☎0480-33-1111
（内線322）

個人・法人の新規・継続加入者
保険料の1/2補助
上限10万円

深谷市
深谷市 産業振興部
農業振興課
☎048-577-3298

法人の新規加入者
保険料の1/2以内補助
上限20万円以内
（個人は次年度）

美里町 美里町 農林商工課
☎0495-76-5133

個人・法人の新規・継続加入者
保険料の1/2補助
上限５万円



埼
玉

第
2
5
号
　
2
0
2
3
年
7
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp/
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330−0835　さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

応
募
方
法

　　

�

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　
　
〒
３
３
０

−

０
８
３
５

　
　

�

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
１
丁
目

３
４
０
番
地　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係��

宛

締
切
り

　
　
令
和
５
年
９
月
30
日
㈯　
当
日
消
印
有
効

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
北
本
市
観
光
協

会
の
「
北
本
ト
マ
ト
カ
レ
ー
レ

ト
ル
ト
」
３
個
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
当
選
者

の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■ 

組
合
広
報
紙 

第
23
号
の
答
え

　
答
え　

28
日

　
応
募
総
数　

２
８
２
通

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
み
な
さ
ん

後
列
右
か
ら
　
　
　
　
　
前
列
右
か
ら

河か
わ
ば
た端

　
小さ

ゆ

り
百
合
さ
ん
　
　
内う

ち
だ田

　
澄す

み
お穂

さ
ん
（
50
）

日ひ

び

の
比
野
　
禎て

い
こ子

さ
ん
　
　
　
　
め
ぐ
み
さ
ん
（
50
）

成な
り
た田

　
麻あ

さ
こ子
さ
ん

　

伊
奈
町
の
内
田
澄
穂
さ
ん
は
、
妻
・
め
ぐ
み
さ
ん
と

パ
ー
ト
３
名
で
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
オ
ク
ラ
、
ツ
ル

ム
ラ
サ
キ
な
ど
70
品
目
以
上
の
野
菜
を
約
150
ａ
で
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

野
菜
の
見
栄
え
や
季
節
感
を
特
に
意
識
し
、
地
域
の

消
費
者
が
手
に
取
り
た
く
な
る
よ
う
な
野
菜
作
り
を
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
近
隣
の
直
売
所
３
か
所
の
ほ

か
、
パ
ン
屋
や
コ
ー
ヒ
ー
店
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
就
農
し
て
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
経
験
や
技
術
に
磨

き
を
か
け
て
、
次
世
代
の
農
業
者
に
も
伝
え
て
い
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

たくさんの
ご応募

ありがとう
ございました。

通常はがき料金は63円です。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●�

毎
号
「
我
が
家
の
一
品
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
自
慢
の
レ

シ
ピ
の
旨
さ
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

70
代
　
男
性
Ｈ
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●�

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
地
産
地
消
、
農
業
の
大
切
さ
痛
感
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
目
に
す
る
広
報
紙
、
期
待
し
て
い
ま
す
！

70
代
　
女
性
Ｍ
さ
ん
（
鴻
巣
市
）

●�

先
祖
か
ら
の
田
畑
を
大
事
に
…
若
い
人
が
農
業
を
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
、
夢
や
魅
力
あ
る
ヒ
ン

ト
を
い
つ
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
紙
面
内
容
が
参
考
に
な
り

ま
す
。

70
代
　
女
性
Ｏ
さ
ん
（
加
須
市
）

●�

建
物
共
済
の
自
動
継
続
は
継
続
忘
れ
が
無
く
な
り
非
常
に
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。
記
入
方
法
も
か
ん
た
ん
で
助
か
り
ま
す
。

70
代
　
男
性
Ｓ
さ
ん
（
東
松
山
市
）

●�

「
さ
い
た
ま
散
歩
」
で
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
り
、
物

産
を
買
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

60
代
　
男
性
Ｔ
さ
ん
（
川
越
市
）

●�

「
農
を
彩
れ
」
で
、
野
口
農
園
さ
ん
で
作
る
ピ
ザ
に
米
粉
を
入

れ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
小
麦
粉
が
高
騰
し
て
い
る
昨

今
、
も
っ
と
米
を
利
用
す
る
方
策
が
広
が
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。（
小
麦
栽
培
の
拡
大
も
良
い
が
）

60
代
　
男
性
Ｔ
さ
ん
（
東
秩
父
村
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
－
６
４
５
－
２
１
４
１

問 

題   

　

 

第
７
回
通
常
総
代
会
で
審
議
さ
れ
、

　

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
の
数
は
？

　�

ヒ
ン
ト
は
2
ペ
ー
ジ


